平成26年度　障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


含むべき内容

○障害者虐待防止委員会の設置等具体的な虐待防止の仕組みづくり
　・障害者虐待防止委員会の設置
・苦情解決、事故報告の活用
講義のねらい　
○虐待を生まない施設にするための仕組みづくりとして、虐待防止委員会の役割を理解する。
○苦情解決や事故報告書の実効的な活用を通じて、虐待の予防や虐待を小さな芽のうちに摘むための方法について
理解する。
講義内容とポイント（９０分）
	講義内容
	ポイント
	時間配分

	１，施設・事業所における虐待を防止するための体制について
	（１）運営規程

（２）虐待防止委員会の設置

（３）虐待防止責任者と虐待防止マネージャーの役割
（４）倫理綱領・行動指針・掲示物等の周知徹底

　＊具体例
	４５分

	２，施設・事業所における虐待を防止するための取り組みについて

	（１）事故報告、ヒヤリハット報告書

（２）苦情解決制度

（３）第三者評価
（４）オンブズマン

　＊具体例
	４５分


講義で使用するもの

○資料集　
○PPT
○参考資料：あおぞらプランⅡ関連資料
社会福祉施設等における不祥事の防止に関する緊急アピール

社会福祉法人明星会竹の子学園経済的虐待について

社会福祉法人明星会竹の子学園事故報告・苦情対応関連資料

講義にあたっての留意事項

都道府県研修にあたっての留意事項
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2日目　障害者福祉施設等設置者・管理者研修


イウ・講義２・３　虐待防止の体制づくり①②


～障害者虐待防止委員会の設置と苦情解決、事故報告の活用～


講師：坂井　正志(検討委員会委員)








